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□■タイの高齢者市場■□ 

 こんにちは。鳥取県東南アジアビューローの辻です。 

 日本では 2000 年の介護保険制度スタート以降、様々な高齢者向けの製品やサービスが活

用されていますが、タイにおいても例外ではなく、人口の高齢化が進み大きな社会課題にな

っています。政府も保健省を中心として様々な制度をつくり、高齢者施設などを中心とした

民間投資も急激に拡大してきています。2023 年 5 月に保健省が実施した調査でも、高齢者

施設の充実が国民のニーズのうち 22.7％でトップという結果になりました。 

 今回はタイの高齢化の概要と、拡大している高齢者施設についてお伝えしたいと思いま

す。 

タイ社会の高齢化の現状と未来 

 2022 年の時点でタイの人口全体（約 7100 万人）に占める 60歳以上の高齢者人口の割合

は 22.0％と、既に高齢化社会に突入しています。2050 年には 60 歳以上の高齢者人口が

38.3％に達すると予測されており、ASEAN でシンガポールに次いで 2 番目に高い数値となっ

ています。また、タイの出生率は 1990 年代に 2％を切って以降下落し続け、2020 年から

2023 年の合計特殊出生率は 1.54 となっており、急速な少子高齢化がひっ迫した課題となっ

ています。また、医療の発達により 60 歳の平均余命が 25.2 年と、タイの高齢者は 60 歳以

降さらに平均 25年生きると想定されています。出生率の低下と平均寿命の延伸は、今後タ

イが現在の日本と同様の道をたどると予測される要因です。またタイの人口は 2028 年をピ

ークに減少が始まると予測されています。 

 

  日本 タイ 

60 歳以上の高齢者人口の割合（2022 年） 35.8% 22.0% 

60 歳以上の高齢者人口の割合（2050 年予測） 43.7% 38.3% 

合計特殊出生率（2023 年） 1.39 1.54 

60 歳以上の平均余命（2022 年） 26.9 年 25.2 年 

 

 

タイの高齢者施設の現状 

 急速に進む高齢化に伴い、タイの高齢者施設市場は急速に拡大をしていますが、国による

基準や法整備は始まったばかりです。タイ保健省健康サービス推進局（Department of 

Health Support）は、2020 年高齢者施設等に関する省令にて、高齢者施設の区分（①介護

活動を行う宿泊を伴わない高齢者施設 ②宿泊を伴いリハビリを提供する施設 ③宿泊を伴

いリハビリと介護活動を行う施設）を設け、同時に発布した安全及びサービスに関する省令

によって高齢者施設を安全に運営するための基準を定めました。人材についても高齢者施設

の管理者の試験及び能力評価の基準と介護士の教育制度も規定され、管理者は 130 時間の教

育を受け証明書を取得すること、介護士は 420 時間の研修コースを受講することと定められ

ました。 
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 高齢者施設は保健省健康サービス推進局の監査を受けた上で登録をすることが義務づけら

れ、2023 年７月時点で 708 か所が登録されています。 

 下の表は地域別の高齢者施設とベッド数ですが、バンコクとその周辺に 6 割ほどが集中し

ています。高齢者人口が多い東北部ではまだ施設が少ない状態であり、これらの地域の高齢

者は自宅で過ごしているとみられます。各施設の入居率は平均で 8 割近くと高くなってお

り、高齢者施設の需要が高まっていることを示しています。 

地域 高齢者施設数 ベッド数 地域別人口構成比 

北部 98 1,287 17% 

東北部 40 741 28% 

中部 14 287 5% 

バンコク及びその周辺 422 10,223 23% 

東部 56 1,118 8% 

西部 53 1,252 14% 

南部 25 298 5% 

合計 708 12,093   

 

 タイには日本のような介護保険制度がないため、高齢者施設の利用に掛かる費用は全額自

己負担となります。また年金制度もあるものの、支給額が低いため年金だけでは高齢者施設

の利用料をまかなうことはできず、現状のままだと高齢者の大半は高齢者施設を使うことが

できません。今日までは家族・親族が高齢者の面倒を見るというタイの伝統的なセーフティ

ーネットによって支えられていますが、このまま少子高齢化が進むとそれもいつまで維持で

きるか心配されています。今後どのような社会保障制度の拡充がされるのか、期待されると

ころです。 

最後に 

 日本を追うようにタイも高齢化が進んでおり、官民ともに高齢者ケアへの活動が非常に活

発になっています。コロナ禍以前から高齢者支援の先進国である日本への興味は非常に高か

ったですが、コロナ禍が明け、自由に渡航できるようになった昨年からその意識はさらに高

まっています。 

 今回はタイで急拡大している高齢者施設の市場についてまとめました。各施設がターゲッ

トとしている所得層に相応したサービスの充実を続けているため、日本の質の高い商品やサ

ービスにもチャンスはあると考えます。高齢者関連の商品・サービスで海外展開を検討され

ている方がいらっしゃいましたら、是非一度タイでの展開をご検討ください。 
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【鳥取県東南アジアビューローの運営法人（鳥取県より業務委託）】 

■アジア・アライアンス・パートナー・ジャパン株式会社 http://www.aapjp.com/index.html 

タイを中心に、ベトナム・インドネシア・インド・メキシコにて主に日系中堅・中小企業様の海外進出や進出

後の会計税務法務を中心とした運営支援業務を行っております。 

 

【免責事項】 

■情報の掲載内容には万全を期しておりますが、その正確性、完全性、有用性、適用性についていかなる保証

も行いません。また、その利用により生じた被害や損害に関して一切の責任を負いません。

鳥取県東南アジアビューロー Tottori-Southeast Asia Trade and Tourism Bureau 
担当：辻 三朗 Saburo Tsuji 
Address :1 VASU 1 Building, 12 FL., Room 1202/C, Soi Sukhumvit 25, Sukhumvit Rd., 

  Klongtoey-Nua,Wattana,Bangkok 10110 
Tel : +66-(0)-2-260-1057 
Mobile : +66-(0)-86-358-7298 
Mail : tottori@aapth.com 
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ワンページタイ経済 

項目 単位 2021 2022 2023 2024 

GDP 成長率  
前年比べ

（％） 
1.8 2.7 2.0 

1.5 

（3 月） 

人口* 千人 68,161 69,922 70,077  
70,164 

（4 月） 

労働者の数* 千人 38,631 40,143 40,311 
40,115 

（5 月） 

失業率** ％ 1.94 1.32 1.03 
1.07 

（5 月） 

最低賃金* バンコク バーツ／日 331 353 353 363 

      チョンブリー  
336 354 354 361 

      アユタヤー  
325 343 343 350 

      ラヨーン  
335 354 354 361 

賃金：全国製造業の平均 バーツ 13,506 14,305 14,416 
14,407 

（5 月） 

インフレ率** 
前年比べ 

（％） 
1.24 6.08 5.45 

0.06 

（1 月） 

中央銀行政策金利* ％ 0.50 1.25 2.50 
2.50 

（6 月） 

普通貯金率** ％ 0.25 0.28 0.40 
0.43 

（5 月） 

ローン金利(MLR) ** ％ 5.42 5.50 6.83 
7.17 

（5 月） 

SET 指数* 1975 年：100 1,657.62 1,668.66 1,415.85 
1,300.96 

（6 月） 

バーツ／100 円** バーツ 29.15 26.78 24.82 
23.81 

（6 月） 

バーツ／米ドル** バーツ 31.98 35.06 34.80 
36.18 

（6 月） 

円／米ドル** 円 109.8 131.38 144.07 
152.17 

（6 月） 

車販売台数（1月からの累

計） 
台数 736,716 856,057 702,921 

261,209 

（5 月） 

BOI 認可プロジェクト 件数 1,572 1,554 2,383 
785           

（3 月） 

BOI 認可プロジェクト金額 10 億バーツ 511.9 618.62 750.12 
254.92 

（3 月） 

*期末、**平均 

 


